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■研修員情報（英語力はリスニング／スピーキング／読解／記述能力の順に４段階で示す。A:優、B:良、C:可、D:自信なし）

No

1 ① Andi Hendra Purmana ① 農業省 家畜および獣医学総局 評定課
係員

①

② D-11-02051 ② 7年6ヶ月

③ 35 ③ ハサヌディン大学 家畜学大学院S1（家畜
栄養と食料　02年卒）

④ 男 ④ BBCC ②

⑤ インドネシア ⑤ （記載なし）

個人として
１）自国における実施のために、動物医療関連のICT技術に関する
自らの知識と技術を向上したい。
２）災害後の農家の利益と持続的な農業をどのように向上するかに
ついて、他の国々の研修員と自らの経験を分かち合いたい。

2 ① MLEWAH, Taurayi Francis ①

② D-11-02379

③ 37

④ 男 ② 4年

⑤ マラウィ ③ マラウィ大学 ブンダ農学部 （修士・動物
科学 01卒）

②

④ AAAA

⑤ （記入なし）

マラウィ国民の栄養状態および農村地域の生活
の向上のために、持続性のある畜産業の開発を
行い、同時に畜産製品および副産物の安全な消
費を確保すること。

個人として
特に小規模（畜産）農家の収入、食品と栄養状態の向上に有益とな
るような持続可能性をもたらす知識や技術を習得したい。
具体的には、小規模農家の酪農業の問題解決の分野と、農家別お
よび地域別のそれぞれの問題に適した具体的解決法に対して特に
関心がある。

マラウィ農業食料安全省 動物衛生畜産
業部門 （ブランタイヤ地区）動物衛生畜産
開発主席専門官

① 畜産関連政策および畜産プログラムの実行、財
務管理、畜産に関する研修業務、年報、半期
報、四半期報、月報、農産見積調査報告書の作
成、および畜産農家団体の監督。

④英語力⑤研修経験

研修員関連情報

①氏名（姓, 名）②研修員番号 ①現職②現職期間 ①候補者の業務内容 研修で学びたい項目

③年齢④性別

⑤国名

②所属先の業務内容③最終学歴（専攻）

組織として
１）地域資源を活用し、種と家畜の入手可能性と質を向上する。
２）地域資源の活用のために、反すう動物の頭数と生産性を向上す
る。
３）地域資源の活用のために、非反すう動物の頭数と生産性を向上
する。
４）家畜衛生を改善し、無病地域を増やす。
５）畜産製品に含まれる汚染物質や残留物質を減少する。
６）公共サービスの質を向上する。

畜産業務に関するプログラミング、データ、情報
作成、および広報、組織開発、家畜と動物医療
業務のプログラムの実行評価、管理および会計
監査の結果の承認など。

地域資源を活用して、家畜に関する政策を策
定、実行し、以下の開発を手助けする：飼料、反
すう動物、非反すう動物の飼育、動物衛生や食
料安全確保および飼育者のための獣医学公共
衛生。そして公共業務の専門的技術や統合性の
改善を行う。

組織として
特に農業者団体に焦点を置いたこの研修プログラムで重点的に習
得する組織化の問題解決法や戦略を用いて、マラウィにおける（家
畜管理、繁殖、飼育、衛生、マーケティング、畜産品加工などの）課
題を解決することを視野に入れた、持続性のある畜産プログラム計
画の作成を目標としている。



No

④英語力⑤研修経験

①氏名（姓, 名）②研修員番号 ①現職②現職期間 ①候補者の業務内容 研修で学びたい項目

③年齢④性別

⑤国名

②所属先の業務内容③最終学歴（専攻）

3 ① MAKHAMBERA, Peter ①

② D-11-02380

③ 45

④ 男 ② 8年1ヶ月

⑤ マラウィ ③

②

④ ABAB

⑤ （記入なし）

4 ① MANGADZUWA, Dickson Adrian ① ①

② D-11-02381

③ 43

④ 男 ② 4年3ヶ月

⑤ マラウィ ③

②

④ AAAA

⑤ （記入なし）

5 ① MYINT LWIN ①

② D-11-02415

③ 52

④ 男 ② 1年6ヶ月

⑤ ミャンマー ③ ②

④ BBBB

⑤

農業水産省 家畜飼料酪農製品事業体
（LFME） 副本部長

① ミャンマー北部のLFME管轄の畜産農場（鶏卵お
よび鶏飼育、ヤギおよび羊、豚農場）の管理業務

組織として
LFMEは畜産業の発展により国民一人当たりの消費を向上する役割
（家畜の血統の管理、上質な飼料、獣医学、ミャンマー農村地域の
適切な家畜飼育）を担っており、以下を期待する。
１）獣医学技術のノウハウを向上して、畜産業の生産性を改善するこ
と
２）この研修において技術と経験を（他の研修員と）共有すること

獣医学大学 （獣医学士・獣医学専攻 82
年卒）

１）畜産業および畜産生産の向上
２）家畜の血統と良質な飼料の改善
３）農村地域への適切な家畜飼育ノウハウの提供

個人として
この研修において、畜産農場の管理およびプロジェクトの計画に関
する自らの知識と技術を促進することを達成したい。
畜産農業および動物医療管理に関して特に興味がある。

JAPHA飼料工場研究 （インドネシア・
JAPHA飼料工場・08）

マラウィ国民の栄養状態および農村地域の生活
の向上のために、持続性のある畜産業の開発を
行い、同時に畜産製品および副産物の安全な消
費を確保すること。

個人として
マラウィの農村部は特に貧困が激しく、畜産業がその解決の糸口で
ある。しかしながら、近代的な技術がないため、この研修参加がよりよ
りよい畜産業の普及のため、および現実的な計画の実行に役立つ
であろう。
具体的には、適切な地域産品の加工や利用、販売を通して農村地
域の生活の向上を図る方法に特に関心がある。農家が適切な加工
法を知らないために、遠くの市場に持っていくことができず、結局は
製品を失うことが多いのが現状である。

マラウィ大学 ブンダ農学部（農学理学士･
獣医学概論と実践の修了証書･副専攻：
動物科学 06年卒）

マラウィ国民の栄養状態および農村地域の生活
の向上のために、持続性のある畜産業の開発を
行い、同時に畜産製品および副産物の安全な消
費を確保すること。

マラウィ農業食料安全省 （ムズズ地区）動
物衛生畜産業部門 動物衛生畜産開発専
門官

① １）年間事業の計画
２）畜産に関する年間事業実行の監督
３）家畜衛生および生産に関する最前線の人材
の育成

組織として
この組織は、畜産業支援を通して農村地域の生産性を向上すること
であるが、訓練を受けた専門スタッフが不足しているために、特に疫
病管理および家畜の普及などの要望には有効に応えられていな
い。この研修は、マラウィの畜産の生産性の向上のための欠かせな
い人材育成にとって好機であり、この目標のために大いに役立つこ
とを期待する。

マラウィ大学 （農学理学士･獣医学概論と
実践の修了証書･副専攻：動物科学 92年
卒）

マラウィ農業食料安全省 動物衛生畜産
業部門 （シャイアーバレー地区）動物衛
生畜産開発専門官

１）畜産分野の政策の説明
２）畜産関連の農家の研修業務
３）年間事業と予算編成
４）スタッフおよび農家の研修

組織として
マラウィは畜産品およびその副産物（牛乳や食肉）生産に関して多く
の課題に直面しているため、資質の高い人材を輩出することが唯一
の解決法である。その目標のため、部内でこの分野に関しての研修
担当者を研修することができる地位にいるこの研修員が、研修プログ
ラムに参加することによって習得された知識を簡単に普及させること
ができる。

個人として
シャイアーバレー地区の天候の関係で、肉牛やヤギを飼う農家が多
く、その多くが乳牛への転換を望んでいるが、未だにその技術はか
なり未熟である。そのため、それらの農家が持続性と収益性のある給
飼を行うために、家畜栄養、および酪農管理についてのより深い知
識を習得したい。



No

④英語力⑤研修経験

①氏名（姓, 名）②研修員番号 ①現職②現職期間 ①候補者の業務内容 研修で学びたい項目

③年齢④性別

⑤国名

②所属先の業務内容③最終学歴（専攻）

6 ① SHARMA, Bhuvaneshwar ① 家畜市場促進局 畜産事業部 上級家畜
開発係官

② D-11-02116 ② 2年2ヶ月

③ 56 ③

④ 男

⑤ ネパール

②

④ ABBB

⑤

個人として
１）農村地域での貧困を撲滅する方法
２）畜産システムを改善するための政策の構築を行う方法
３）持続的な家畜生産のための新しい技術
４）遺伝子能力の高い家畜の生産とマーケティング

7 ① ACHHAMI, Keshab ①

② D-11-02119

③ 51 ② 11年2ヵ月

④ 男 ③

⑤ ネパール

④ BBAB

⑤ 豚畜産（オランダ、豚畜産修了証書･94）
家畜飼料（オランダ、家畜飼料修了証書･
94）

② 家畜部門は、統合的農業システムの中で不可欠
な要素である。この地域では現在も伝統的な家
畜生産が支配的である。畜産事業部は、適切で
持続可能な繁殖、給飼、管理、衛生管理技術を
通じて、畜産およびその生産性の改善を目指し
ている。乳牛のための安価な資材、牧草、飼料
の改良、家畜病の予防（寄生虫の管理）、農家の
技術向上に力を注いでいる。畜産業の商業化に
よる農業世帯の生活水準向上も目標としている。
また、畜産関連の最高機関である同部門の役割
として、畜産の生産性、農村の貧困削減、社会
的弱者および女性の地位の向上に重点を置い
ている。中でも、繁殖プログラムは最優先事項で
ある。

個人として
この研修プログラムにおいて習得できる新しい技術や知識、テクノロ
ジーなどが非常に重要である。品種改良、繁殖改良や牧草、飼料、
健康管理と運営、研修活動などについての最新の技術を習得した
い。その意味で、この研修プログラムが全体的に持続可能な家畜開
発の水準を支援している。
特に関心があるのは、
１）持続可能な家畜開発
２）品種改良
３）健康管理と運営
４）貧困の緩和
５）環境保護
６）家畜普及のモデルを構築すること

①

英語研修（NZ、ウェリントン・ビクトリア大
学・91）
シカ生産能力開発コース（NZ、マッセイ大
学・92）

① １）繁殖に関する問題を減少し、健康な家畜を市
場に出すための管理
２）国の全ての生態学的地帯のための畜産開発
とマーケティング
３）農場での家畜、開発とマーケティングの統合
４）「農場から鋤まで」つまり農業生産の全てにお
いての衛生管理技術の改善
生産とマーケティングシステムの検証と評価

適切な繁殖、飼育、管理技術およびマーケットへ
の繋がりを確立することにより、家畜の生産性向
上を目指す組織である。適切な選択と繁殖プロ
グラムにより、地域産の遺伝子の保全にも同様に
重点を置いている。また、強化繁殖プログラムに
よって高い遺伝子能力を備えた畜牛と水牛を育
てて商取引に利用するための資源センターを構
築することも目標においている。
畜産事業部の役割は、全ての畜産関連の最高
政府機関であり、家畜の生産性向上、地方の貧
困撲滅、女性の地位向上を中心としている。繁
殖プログラムは最優先の取り組み事項である。

ラジェンドラ農業大学（獣医学および家畜
学学士 管理・繁殖・家畜栄養・医学・手
術・乳牛および食肉科学・79年卒）
マッセイ大学（NZ、動物科学哲学修士 植
物科学、酪農生産（繁殖・飼育・管理）専
攻 93年卒）

カブレ郡畜産事業部 上級畜産開発係官

パーチャンバル大学（酪農技術修士・酪
農化学、設備管理専攻・97年卒）

１）畜産開発プログラムの計画と予算編成
２）主に官民共同によるプログラムの実行
３）家畜育成プログラム：外国種とのかけあわせに
よる地産の畜牛と水牛の品種改良、ヒツジ･ヤギ
の品種改良
４）牧草飼料：家畜栄養開発プログラム
５）家畜衛生プログラム
６）食の安全と「ポケットパッケージ」手法：貧困の
軽減、収入雇用創出家畜プログラム
７）畜産マーケティング：牛乳、食肉、卵の市場展
開開発
８）持続可能な農業：家畜･環境保護「ロード･コリ
ドー」セクター･プログラム
９）同系列の省庁との協調
１０）総務管理業務
１１）監督、検証、評価、報告

組織として
１）地域の農業共同体の組織開発
２）地域の高地、中程度の高原、平地それぞれの気候･生態系に合
わせた、持続可能な畜産開発
３）地域で改善された技術を通しての生産性向上
４）家畜副産物を取り扱うための農村技術の向上
５）農村貧困撲滅プログラムへの支援
６）畜産農業により持続可能な農村開発
７）農村地方の経済状況の改善
８）畜産農業統合システムの計画、手配、促進、実施における、政策
レベルでの能力向上。
９）環境保護･気候変動（対策）プログラムへの支援
１０）畜産業の持続可能な商業化への支援

組織として
１）高地および中程度の高原、平地の3種類の生態エリアのための、
バランスのとれた畜産開発と、マーケット計画
２）地域で改善された技術を通じての生産性向上
３）畜産副産物を取り扱うための農村技術の向上
４）農村貧困撲滅プログラムへの支援
５）畜産農業による持続可能な農村開発
６）農村地方の経済状況の改善
７）畜産農業統合システムの計画、手配、促進、実施における、政策
レベルでの能力向上。
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8 ① JATOI, Muhammad Mubarak ①

② D-11-02511

③ 45 ②

④ 男 ② 18年5ｹ月

⑤ パキスタン ③

④ ＢＡＡＡ

⑤ （記載なし）

9 ① CHAI CHOOLEE, Sahachai ①

② D-11-02763

③ 43

④ 男 ② 5年6ヶ月

⑤ タイ ③

②

④ BBBB

⑤ JICAインドネシア（酪農家畜技術・05）

10 ① CASAS MENDY, Rafael ①

② D-11-01950

③ 48 ② 2年5ヶ月

④ 男 ③

⑤ ウルグアイ ②

④ BBBB

⑤ 畑作物の種苗生産（JICA帯広・96）
持続可能な農村開発（アルゼンチン
INCUPO・01）

１）現地農業普及員や農家のための研究、開発、
技術普及
２）酪農家育成に関する戦略、政策分析、計画、
検証の手配

組織として
候補者の仕事が研修を受講することによりレベルアップし、地域開発
に裨益すること

個人として
地域住民の60％が農牧業に従事している。したがって自分が畜産
業における知識、経験を向上させることは、その地方経済を活性化
させ、人材育成を図ることで、地域コミュニティーの貧困を軽減させる
為の将来開発計画に大変役立つものである。

畜産開発局（DLD）畜産開発技術普及
部・上級家畜担当官

① １）研究、知識開発、技術普及
２）品質基準に見合った生産能率性の改善
３）家畜疾病の予防と管理
４）畜産品に関する法律や基準に則った監督お
よび施設管理

組織として
農家にとって充分で持続可能な収入を得るための農業開発のため
の新しい知識を、日本での先例から）習得したい。タイでは農業の収
入が低いため、農業従事者が減少しているのが現状である。

カセサート大学（理学修士 95年卒/家畜
学専攻） 個人として

１）国内で農業を維持することに成功した日本の農業開発の（経験か
ら）新しい知見を学びたい。
２）同時に他国の研修員とも情報交換をしたい。
３）農業における持続性を確保し、農家が先々の世代にわたって農
業を続けられる指導を行いたい。

畜産家、漁業従事者の経営向上に向けた技術
開発を通して、畜産業及び水産業分野における
技術開発を推進している。
人材育成を通して職業意識を高め、能力向上を
図ることで技術者スタッフを育成している。

家畜衛生及び畜産普及事業に従事。経営向上
に向けた中心人物

シンド州政府畜産・水産局畜産課獣医師
職員

シンド州タンドジャム農業大学（獣医学修
士96年卒/家畜繁殖学専攻）

統合開発計画（生産、社会、環境、領土）に則
り、地方で生活や勤務する人々のために、持続
的な住居を構築する。
国内政策の計画、実行、検証、評価での格付け
も行いながらも、地方とその住民のための統合的
な開発に寄与する。
同時に、構築段階においても小規模農地での生
産の研究を農家とともに行い、一連の生産活動
の各段階での改善方法を研究する。このようにし
て、住居の改善だけではなく、小規模生産者た
ちが家畜飼育からより良い資源を得られるよう
に、介入していく。
MEVIRは、良い結果を生み出すためには欠かせ
ない、搾乳場や牛舎、納屋、などの構造物の改
善に力を入れてきた。

①

１）現地技術チームのための業務計画を作成
２）技術作業のモニタリングや評価
３）生産管理のカウンセリング

MEVIR （メビール・直訳：不衛生な地域住
居の根絶のための名誉委員会（NGO））
製作部門 コンサルタント技術者

組織として
MEVIRは、新しい国内介入政策に向けての統合計画の実行に直面
する。
家畜農産に適用する統合プログラム（生産、社会、環境）の必要性。

個人として
１）畜産農業に割り当てられた小規模農地の持続的な開発計画を精
密に構築する能力の向上
２）自分自身の専門的経験も豊かにする、他国において開発された
他の技術の経験について意見交換すること
３）家族単位の生産者と仕事に取り組むための方法論を構築するこ
と
４）小規模農家による一連の生産活動の様々な段階を整理、統合す
る方法に関して、特に強い関心がある。

国立農学大学 農業工学 （農業家畜専攻
９０年卒）

①



No

④英語力⑤研修経験

①氏名（姓, 名）②研修員番号 ①現職②現職期間 ①候補者の業務内容 研修で学びたい項目

③年齢④性別

⑤国名

②所属先の業務内容③最終学歴（専攻）

11 ① MANG'WATO, Foster Mpuka ① ザンビア農業大学 動物科学部 研修担当
官

② D-11-02080 ② 3年11ヶ月

③ 36 ③ ザンビア大学（農学士･動物科学専攻 08
年卒）

②

④ 男 ④ ABAB

⑤ ザンビア ⑤

12 ① NEMASHAKWE, Mike ① ジンバブエ農業省 家畜生産開発部門 州
肉牛および農場専門官

①

② D-11-02443 ② 5年6ヶ月
③ 31 ③

④ 男 ②

⑤ ジンバブエ ④ AAAA

⑤ （記入なし）

国のために質の高い農業研修および普及業務
の提供を行う。

ミッドランド･ステート大学（グエル市、理学
士･家畜･野生動物管理専攻 05年卒）

農業開発（エジプト国際農業センター・
09）

組織として
ザンビアでは、畜産の副産物の生産性の低さ、牛乳や食肉、卵など
の畜産品の質の低さ、牛乳生産量が上がらない未熟な給飼方法な
どの問題を抱えている。
（ザンビア農業）大学は、大学そのものとザンビア全体の小規模農家
の牛乳の生産の向上に繋がる、重要な情報源となる。

１）乳牛、肉牛、ニワトリユニット内の活動の監督
２）畜産分野の学位または資格取得者向けの普
及員育成研修

①

個人として
大学および農村レベルの両方で、牛乳、食肉、乳製品の生産に対し
て関心がある。特に以下に興味がある。
１）乳牛の給飼管理方法
２）小規模農家にとっても重要な収入源となりうる牛乳から作る乳製
品の製造過程
３）効果的な子牛の育成方法

組織として
ジンバブエにおいて畜産業は人々の生計にとって不可欠な役割を
果たしているため、持続可能な方法で発展をする必要がある。
特に栄養プログラムを通しての畜産の（生産）向上。研修員はこの部
門の研修担当者のトレーニングを担うことになる。

個人として
ジンバブエの畜産の生産性向上に向けて、地域で入手可能な資源
を利用して家畜の栄養改善を促進すること。
特に関心があるのは、農産品および副産物の活用と加工について
である。

畜産部門の生産性向上のために、農家および農
産業者に対して畜産技術と相談業務を提供して
いる。

１）州内の肉牛生産農家に対する技術と相談業
務提供および飼料生産の促進
２）週報、月報、四半期報、年報の制作
３）州内の普及担当者の研修
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